






























（注）各項目の数値については、単位未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致していない場合があります。

学校法人会計は、「算度」が఼用されており、会計年度にਛされた算に基づऌ教育活動等を実施しています。これらの౾活動のટをあらॎすഥਮگ年度の本法人
のৠ算૾யについて、事業活動収支計算書をもとに説明いたします。
この事業活動収支計算書は、当ჾ年度の収支のཀྵ૾ଙを明らかにすることを目的としており、経常的な収支である「①教育活動収支」、「②教育活動外収支」लಏ時的収

支である「③特別収支」の3つのયীでଡਛされております。「①教育活動収支」における収入は412,216ਐ、支出は371,945ਐとなり、当ჾયীにおける教育活動収
支差額は、4272ਐの収入超ૌとなっています。「②教育活動外収支」における収入は420ਐ、支出は0となり、当ჾયীにおける教育活動外収支差額は、420ਐの収
入超ૌとなっています。「③特別収支」における収入は6,219ਐ、支出は1,598ਐとなり、当ჾયীにおける特別収支差額は4,621ਐの収入超ૌとなっています。これら
をगて、事業活動収入は418,855ਐとなり、事業活動支出は373,543ਐとなっています。
このようにયীの収支を౷まえた本法人のৠ算は、基本金ੌ入前当年度収支差額が45,313ਐの収入超ૌとなり、当年度収支差額も22,800ਐの収入超ૌとなってい

ます。
なお、本法人が保有する金融資産の増減について、ഥਮ4年3া末現の次年度繰越支払資金等（有価証券3151ਐஅि）は348,268ਐとなり、前年度末より38,371

ਐ増ਸしました。「退職給与引当特定資産」は、前年度より700ਐりടし、93,068ਐ計上しています。「減価償却引当特定資産」は将来の資産ಌৗに備え、1を
繰入れ166,443ਐとなっています。これらをあॎせた金融資産ଋ高は、前年度末と比ຎして47,628ਐ増ਸしています。

ੑછథにणいथ
資金収支ੑછكڭق

当ჾ会計年度の౾活動に対ૢするすसての資金の動ऌを੶ஈすることによって収入と支出の内ઍを明らかにし、当ჾ年度の支払資金（現金ल預貯金）のᒦ末を表すものです。

ણયী資金収支ੑછپ
資金収支計算書のৠ算額を「教育活動」、「施設整備等活動」、「その他の活動」の3つの活動યীで表示し、経営判断に資する財務情報をするものです。
活動યী資金収支計算書は、算とৠ算との差౮を表示する度（式）ではないため、算書のਛはめられていません。

হણ収支ੑછكڮق
当ჾ会計年度の事業活動収支の内ઍを明નにし、事業活動収支のཀྵを表すものです。計算書のଡୗは、本業である教育・ଢ଼活動（教育活動収支）と財務活動でেगるਹඅ等
（教育活動外収支）、資産ਲ਼却等のಏ時的収支（特別収支）にયী䛥れ、各યীの収支差額から経営૾ଙの৸ਙをཔすることがでऌます。

貸借対照表كگق
当ჾ会計年度末における資産・負債・ෞ資産（基本金ल収支差額）の૾யをཔし、財૾ଙの৸ਙを表すものです。

৾ૅ১যভੑにणいथ
学校法人はその教育ଢ଼活動を行うにあたって要な施設や設備、経営に要な財産

をつために、国または地方ਁુ੮৬等からଓஃを受けています。これらଓஃ金のઐહ
を受けている学校法人はஎ立学校ஷ௪ஃਛ法の定めにより、「学校法人会計基（ೣਮ
46年ધ部ഥ定）」という会計ঝشঝにజい計算書థをਛし、ਁੳ会計または
૰ਪ法人による૰ਪを受けて、所ლૂにඍけ出ることがଝ務હけられています。
このように、ਁુਙ・定ਙ・ಲਢਙがめられるஎ立学校においては、র長期的に

ॎたってెਢ的な経営をするために収支ཀྵをるसく、ిਫな会計૪৶を行うた
めのଁ一的な学校法人会計基が定められています。

【語句説明】資金収支ੑછलহણ収支ੑછにુৢखथ表れる主な科目

[৾েেെಉವહ金]
学ྼは入学の੯として、所定の額をଝ務的にかつ一にವહすसऌものです。౸業料、教育充実ા、入学金等
の学ে・েെからವ入されるもので、収入のうठでਈもপऌなસ合をಚめます。

[ুਯમ]
入学ୡ、ૡ入学ୡ等のためにඉ収する収入です。
৬的には、入学ਫ਼定料、ୡ料、証明書行手数料をいいます。
[৽ଞાಉଓஃ金]
国・地方ਁુ੮৬लこれにङる機関からઐહされるଓஃ金をいいます。

[ਭਹඅ؞ଦ当金]
預貯金や有価証券等のਹඅ・ଦ当金収入をいいます。
[હྖহ収入]
୫ൡ、ਲ਼、ఞༀ等のଓஃ活動収入、外部からを受けて行う受事業収入などをいいます。
[හ収入]
学校法人にషരする上੶の各収入以外の収入をいいます。これには、எ学事業੮等から退職金資金その他のઐહ金
を受けたとऌの収入もஅाます。

【語句説明】資金収支ੑછにभा表れる主な科目

[ਭ金収入]
โ年度の活動に対する収入をいいます（ৗ入েの入学金・౸業料等）。
[資金৹ତྠ定ق資金収入৹ତྠ定ؚ資金支ল৹ତྠ定ك]
資金収入調整勘定とは、当年度の౾活動に対する収入で前年度以前に資金の収入になったものल当年度の౾活動
に対する収入でโ年度以ఋに資金が受け入れられるものです。
資金支出調整勘定は、当年度の౾活動に対ૢする支出で前会計年度以前において支払資金の支出となったものल
当年度の౾活動に対ૢする支出でโ会計年度以後において支払資金の支出となるसऌものをいいます。

【語句説明】︓হણ収支ੑછにभा表れる主な科目

[হણ収入]
学েেെ等ವહ金、手数料、ఞહ金、ଓஃ金等収入のうठ、負債とならङঽഞ資
金となる収入です。よって、借入金や貸હ金収、預り金（他に支払うನに一時
的に金銭を受け入れたもの）や前受金（โ年度の活動における前年度入金ী）な
どঽഞ資金ではないものは表示されません。
その一方で、現ఞહなど資金の受け入れではないものも事業活動収入となりま
す。

[হણ支ল]
人੯ા、教育ଢ଼経ા、ଵ৶経ા等の支出をいい、学校法人のෞ資産の減をも
たらす支出のことです。そのため、固定資産得に係る支出や借入金返済、貸હ
金支出等は事業活動支出とはなりませんが、引当金の繰入や減価償却などは事業
活動支出になります。

[資産ਲ਼ే差額؞資産૪ী差額]
ਂ動産や有価証券などをਲ਼却したのਲ਼却額と価額の差額をいいます。資産
をਲ਼却した、ਲ਼価が資産の価તを上った場合、その額を資産ਲ਼却差額と
して計上します。資産をਲ਼却した、ਲ਼価が資産の価તを下った場合、そ
の額を資産૪ী差額として計上します。

[ඉ収ਂચ額ه
得るसऌ収入がඉ収ਂચになった、ඉ収ਂચ引当金を設けていない場合やその
額がඉ収ਂચ引当金ଋ高を超えている場合に計上します。
なお、本来得るसऌ収入のうठ、その収ਂચ額をৄ積もって引当金を設ける場
合には、ඉ収ਂચ引当金繰入額を計上します。

[੦ম金ੌ入額]
学校法人が教育ଢ଼活動を行っていくためには、校地・校ༀ・機器備品・書・
現預金などの資産を保有し、これをెਢ的にする要があります。学校会計
では、当ჾ年度にこれらの資産の得に充てた金額を基本金षੌ入れるலੌाと
なっています。この基本金の対は、「学校法人会計基」において、次の4項目
にীథされています。

（注）単位(ਐ)未満は四捨五入して表੶しています。

ْ第1号基本金ٓ؟設立当ੂに得した固定資産、ధलに設立後ৗたな学校の設઼、学部
学科の増設、定৩や実৩の拡পによるૠெの拡পल教育の充実上
のために得した固定資産の額。

ْ第2号基本金ٓ؟第1号の資産を将来得するために充てる金銭その他の資産の額。

ْ第3号基本金ٓ؟基金としてಲਢ的に保し、かつ運用する金銭その他の資産の額。

ْ第4号基本金ٓ؟ເ常的に保すसऌ資金として別にધ部科学প෦の定める額。

੫ভੑと৾ૅ১যভੑभୀい
教育・ଢ଼活動を事業目的とする学校法人会計は、学校法人のెਢ的なனと教育ଢ଼活動のෟ
なຄ行のために、「教育の上ҧ、Ҧ収支ཀྵҧ、Ҧ算ଝҧという3つの概に基づऌ運営
され、収支のཀྵと財の૾ଙをਫしくኇえることを目的としています。
一方、営ਹの୯を事業目的としている੫業会計のઅえ方は、இがଳされ、収இとા用をਫ

しくኇえ、営業年度のਫしいஇを計算し、੫業の財૾ଙをੴることによって、より高い収இを
୯することを目的としています。
このように、一ಹ੫業はਹஇを得る目的でோしていますが、学校法人は教育ଢ଼活動を目的と

したశ営ਹ法人です。法人のோ৶が౮なるため、会計の目的が౮なっています。

[য੯ા]
௧ભ教職৩、శ常ඐపなどに支給する本က・期末手当・その他の手当・所定ૣਹા、
৶事ल૰事に支払う報酬などをいいます。

[ઇଢ଼৽ા]
教育ଢ଼のために支出する経ાをいいます。

[ଵ৶৽ા]
務・人事・経৶業務や学ে൳ૐのための支出などで、教育ଢ଼以外の経ાをいいま
す。

学校法人　九州国際大学



（注）各項目の数値については、単位未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致していない場合があります。
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（注）単位(ਐ)未満は四捨五入して表੶しています。

ْ第1号基本金ٓ؟設立当ੂに得した固定資産、ధलに設立後ৗたな学校の設઼、学部
学科の増設、定৩や実৩の拡পによるૠெの拡পल教育の充実上
のために得した固定資産の額。

ْ第2号基本金ٓ؟第1号の資産を将来得するために充てる金銭その他の資産の額。

ْ第3号基本金ٓ؟基金としてಲਢ的に保し、かつ運用する金銭その他の資産の額。

ْ第4号基本金ٓ؟ເ常的に保すसऌ資金として別にધ部科学প෦の定める額。

੫ভੑと৾ૅ১যভੑभୀい
教育・ଢ଼活動を事業目的とする学校法人会計は、学校法人のెਢ的なனと教育ଢ଼活動のෟ
なຄ行のために、「教育の上ҧ、Ҧ収支ཀྵҧ、Ҧ算ଝҧという3つの概に基づऌ運営
され、収支のཀྵと財の૾ଙをਫしくኇえることを目的としています。
一方、営ਹの୯を事業目的としている੫業会計のઅえ方は、இがଳされ、収இとા用をਫ

しくኇえ、営業年度のਫしいஇを計算し、੫業の財૾ଙをੴることによって、より高い収இを
୯することを目的としています。
このように、一ಹ੫業はਹஇを得る目的でோしていますが、学校法人は教育ଢ଼活動を目的と

したశ営ਹ法人です。法人のோ৶が౮なるため、会計の目的が౮なっています。

[য੯ા]
௧ભ教職৩、శ常ඐపなどに支給する本က・期末手当・その他の手当・所定ૣਹા、
৶事ल૰事に支払う報酬などをいいます。

[ઇଢ଼৽ા]
教育ଢ଼のために支出する経ાをいいます。

[ଵ৶৽ા]
務・人事・経৶業務や学ে൳ૐのための支出などで、教育ଢ଼以外の経ાをいいま
す。
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（注）各項目の数値については、単位未満を四捨五入して表示しているため、合計と一致していない場合があります。

[有価証券]
国債・地方債・社債・金融債・株式などがあり、会計年度末後１年を超えて保有する目的のものは
「その他の固定資産」に計上します。一時的（短期的）な保有を目的とするものは、「流動資産」に
計上します。
[現金預金]
現金、銀行の各種預金、郵便貯金などです。「現金預金」の額は、資金収支計算書の「次年度繰越支
払資金」と一致します。
[借入金]
長期借入金は、返済期限が年度末後１年を超えて到来する借入金で「固定負債」に計上します。
短期借入金は、返済期限が年度末後１年以内に到来する借入金で「流動負債」に計上します。
[預り金]
給料・報酬などにかかる源泉所得税、住民税など学校法人の事業活動収入にならない、他に支払うた
めの一時的な金銭の受入額をいいます。
[繰越収支差額]
当期以前の各年度の事業活動収入から事業活動支出を差し引いた差額の累計額です。

。

【語句説明】︓貸借対照表に表れる主な科目

[○○○引当特定資産]
施設の増設や改築、機器備品その他の設備の拡充や買い替え、退職金の支払いなど、将来の特定の支出
に備えるために資金を留保した場合に設ける勘定科目です。このような資金留保は、経営方針に基づく
長期的な資金計画によって実行されます。

（注）教育活動資金収支差額＝教育活動資金収入計－教育活動資金支出計＋教育活動調整勘定等

（注）「経常収入」＝教育活動収入計＋教育活動外収入計 「経常支出」＝教育活動支出計＋教育活動外支出計（注）財務比率の評価等について
財務比率の評価は、各学校法人の内部事情等を個別に判断しなければ、
一概にその良否をいえませんが、財務比率の高低の評価を以下のとおり
としています。

[ △︓高い値が良い ▼︓低い値が良い ―︓どちらともいえない ]
（注）貸借対照表関係比率に表示される項目の説明
① 運用資産＝特定資産+有価証券（固定資産）＋有価証券（流動資産）＋現金預金
② 外部負債＝借入金＋学校債＋未払金＋手形債務
③ 要積立額＝減価償却累計額＋退職給与引当金＋第2号基本金＋第3号基本金
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